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坂東消防署庁舎建設工事

給油施設　上家　平面図・立面図・求積図

屋外給油取扱所面積：16.6ｍ×7.2ｍ=116.64㎡

屋根面積：5.2ｍ×4.2ｍ=21.84㎡

※116.64/3=38.88＞21.84

※給油取扱所内、外壁は不燃

通気管注油口

合併処理槽

浄化槽

油面計給油所配電盤
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機器基礎：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上金ｺﾞﾃ押え

竪樋：SGPφ100

計量機

E

F

G

鼻かくし：ｈ=450

出隅ｺｰﾅｰ(L=110既製品)

柱・梁：錆止めの上DP塗装

<立面凡例>

記号 仕     上

A

B

C

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ：鋼管φ80錆止めの上DP塗装D

天井伏図　S=1/100 屋根伏図　S=1/100 建築面積　S=1/100 延床面積　S=1/100

建築面積：3,200×2,200=7.04㎡ 延床面積：5,200×4,200=21.84㎡
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鉄骨梁：錆止めの上DP塗装

母屋：DP塗装

<天井伏図凡例>
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A
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<屋根伏図凡例>
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給油施設　上家　断面詳細図

防火塀

FB-30×3＠500 DP塗装

ｷｬﾉﾋﾟｰ基礎

柱：錆止めの上DP塗装

排水溝

母屋：DP塗装

梁：錆止めの上DP塗装

鼻かくし

折板葺：t0.8ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板谷樋：谷ｺｲﾙ　曲げ加工
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梁：錆止めの上DP塗装
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意匠
S=1/50

（排水側溝・油水分離槽・舗装・基礎）
給油施設 外構詳細図

DA 004

S=1/20 S=1/20特記事項 タンク上部舗装アスファルト舗装周辺(構内通路) 給油施設内一般土間舗装 S=1/20 目  地 S=1/20 マンホール廻り詳細図 土間開口補強S=1/20 マンホール等(開口部500角以上のもの)

S=1/20、1/40 S=1/20集水小溝コンクリート塀（注油計量器背面） 油水分離槽(コンクリート既製品・600角)　（参考図）

機器基礎 ガードパイプS=1/40 S=1/40 S=1/40 通気管耐火BOX詳細図 S=1/40注油口耐火BOX詳細図 

(タンク上部舗装/一般土間舗装)
(タンク上部舗装)

建物又は
タンク上部舗装

(出部隅)

(入隅部)

建物又はタンク上部舗装

(角 型)

コンクリート化粧打放し

****

Ｂ

配管ピット

(FRP製)

注記;(※ )は給油設備工事（本工事）とする。

道路境界線

共通事項:コンクリートスランプは、12㎝以下とする。

路盤:砕石路盤は、1.6ton以上の能力を持つローラーにより

     充分に転圧を行い所要の支持力が得られるまで締め固める。

     路盤下部の各種配管を破損せぬように充分留意すること。

     破損の場合は速やかに完全補修を行うこと。

舗装勾配:上図の舗装勾配原則図及び設計図書を参考に勾配施工

         図を作製し、係員の承認を得ること。

コンクリート ;FC=21Nf/mm2

路    盤 ;クラッシャーラン(C-40)

仕 上 げ ;コンクリート金コテ押さえ

鉄    筋 ;D10-@250(タテ、ヨコ共)SD295A 鉄    筋 ;D10-@250(タテ、ヨコ共)SD295A

コンクリート ;FC=21Nf/mm2

路    盤 ;クラッシャーラン(C-40)

仕 上 げ ;コンクリート金コテ押さえ

目地深さは40mmとする

目地は構造物等を配慮した上で格子状に入れる

目地区画は30㎡ を標準とし、一辺の長さは

最大6.0mとする
給油施設範囲の舗装は､周辺舗装の天端より高くし

給油施設外から雨水が集水小溝に流入しないように

仕上げること。

ドライブウェイマンホール等は舗装天端より

15mm高くし、雨水等の流入しないように

仕上げること。

コンクリート金コテ押さえ

D10-@250(D.C)SD295A

コンクリート金コテ押さえ

D13-@250(W.C)SD295A

ポリサルファイド系
シーリング 5×30

ポリサルファイド系
シーリング 5×30

マンホール

3-D13  L=1,500

3-D13 L=1,500

2-D13

2-D13

2-D13

2-D13

コンクリート天端:金ゴテ仕上

化粧目地:20×20

コンクリート天端:金ゴテ仕上
トップコート

コンクリート化粧打放し

コンクリート化粧打放し
化粧目地＠1800 タテ

フカシ

土間配筋:D10-@250 (D.C)

2-D13

D10-@200

D10-@2001-D10
D10-@200

2-D13

1-D10

コーナー面取り
;15×15

スチール小ミゾ 巾105
(グレーチング蓋共)

1-D10

C-40

C-40

仕上げること。

小溝役物RT、ベースアンカー共

防水モルタル金コテ押エ(水勾配付)

給油施設外から雨水が集水小溝に流入しないように
給油施設範囲の舗装は､周辺舗装の天端より高くし

材質;SS400(溶融亜鉛メッキ仕上げ)

ピットホール

排水ピット(止水栓付)

③パッキン

①開口

④ピットホール

②インサート

※　危険物の規制に関する技術上の基準の細目を定める告示　第4条の51　による

◎油水分離槽処理能力検討(消防用)

3
ｍ 

　①槽目:0.6*0.6*1.2=0.432

　②~④槽目:0.6*0.6*1.2*3=1.296

　合計:0.432+(0.432*3)=1.728　=1.728㍑

＞　500㍑(※)　となり、本油水分離槽は有効である。

（昭和49年5月1日　自治省(総務省)告示第99号）
T-25鉄蓋

点検口
親子蓋

パッキンパッキン

塩ビメスソケット パッキン

点 検 口 点 検 口 油水分離槽

★着脱式ダストトラップ

(別途品)塩ビメスソケットφ150

塩ビメスソケットφ150

ピットホール

油水分離槽 油水分離槽 油水分離槽

ジムボーイ給油設備工事（本工事）
(メーカー仕様による)

W型両面タイプ計量機
給油設備工事（本工事）

コーナー面取り:10×10

柱:錆止めの上DP塗装
機器基礎天端:
コンクリート金コテ押え

計量機
給油設備工事（本工事） 柱脚部

コーキング打ち

D13
D10 @250(S.C)

底部;コンクリート打ち100t

ジムボーイ
給油設備工事（本工事）

機器基礎

 補強鉄筋φ13×2
(l=250)(上下2段)

ガードパイプ:
鋼管φ80 DP

φ6 メッシュ@150×150

土間配筋;D10
 @250(S.C)

ガードパイプ:
鋼管φ80 DP

機器基礎

コンクリ-ト立上り壁150h

2M高コンクリート防火塀
(別途図面参照) 

給油設備工事（本工事）

12アンカ-ボルト
給油設備工事（本工事）

タテ筋 D10-@200

給油設備工事（本工事）

M12
アンカ-ボルト
給油設備工事
（本工事）

水抜き弁
給油設備工事
（本工事）

給油取扱所
境界線

通気管
給油設備工事（本工事）

2M高コンクリート防火塀
(別途図面参照) 

コンクリ-ト立上り壁140h

調整コンクリート打ちt150

給油設備工事（本工事）

タテ筋 D10-@2002-D13

調整コンクリート打ちt50

2M高コンクリート防火塀
(別途図面参照) 

D10-250

D13

D10 @200(S.C)

ガードパイプ:
鋼管φ80 DP

φ6 メッシュ
@150×150

 補強鉄筋φ13×2
(l=250)(上下2段)

****

2-D13

         (参考) 給油所内の土間勾配は 1/70 ～1/75 程度

上層路盤：粒度調整砕石 t=15㎝

下層路盤：再生クラッシャラン(RC-40) t=20㎝

表    層：密粒度アスファルト混合物 t=5㎝

表    層：粗粒度アスファルト混合物 t=5㎝

遠方注油口BOX

2-D13

給油設備工事（本工事）
遠方注油口BOX

注油管用樹脂配管耐火BOX

調整コンクリート打ちt50

給油設備工事（本工事）
注油管用樹脂配管耐火BOX

錠

給油設備工事
（本工事）

遠方注油口

金コテ押え
(水勾配付)

コーナー面取り;10×10

天端;コンクリート
金コテ押え(水勾配付)

通気管用樹脂配管耐火BOX

2M高コンクリート防火塀
(別途図面参照) 

2-D13

給油設備工事（本工事）
通気管耐火BOX

通気管
給油設備工事（本工事）

2-D13

立上り壁;
コンクリ-ト打放し補修

コーナー面取

調整コンクリート打ちt150

10×10

立ち上がり角面取り
100×100

耐火板BOX
受スラブ

遠方注油口耐火BOX・通気管耐火BOX下部の耐火壁基礎形状は、各BOX詳細図による。

耐火BOX受けスラブは、注油口耐火BOX・通気管耐火BOXの下部のみ設置する。
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縦断面図 横断面図

(一般カッター目地) (丸 型)

   土間天

   土間天

   土間天GL

横断面図 平面図 縦断面図

   土間天

 (注記)計量機用配管ピットの材料・据付は給油設備工事（本工事）とする。

断面図

H
:
～
40
0

H
:
～
40
0

H
:
～
2
00

H:～300

平面図

構内道路 平面図 施設内

HGG-100 100mm 995mm HKS-200

HKS-300

HKS-400

3.2

3.2

3.2

～300

～400

～200

記号記号 B 長さ

材質;SS400(溶融亜鉛メッキ仕上げ)

(小溝用グレーチング型式) (スチール小溝型式)

断面図 S=1/40

平面図 S=1/20

tmm Hmm

槽内平面図

簡易防水・防臭・防音タイプ 簡易防水・防臭・防音タイプ

T-25鋳鉄蓋
FCD500

親子鋳鉄蓋
FCD500

流入側面図 槽内断面図正面断面図
(高さ調整プレート t=6)

※S=1/10

Ａ部詳細図
※S=1/10

ピットホール取付詳細図

排水ピット(止水栓)詳細図
※S=1/10 ※S=1/10

Ｂ部詳細図(埋込み部)

流入 流出

平　面　図

平面図

断面図 S=1/40
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意匠 DA
給油施設　油設備機器表・概要図

005
S=1/40,50

使用箇所NO 名 称 式・仕様・型・寸法・その他 数量

油設備機器表

消防設備・看板等

 特記なき限り本工事

 特記なき限り本工事

10KLタンク（中仕切）配置平面図　参考図

SF二重殻タンク　参考図    　　タンク外径　1，440

1/100

1/80

支柱：　φ２５０
主筋：４×Ｄ１３
ＨＯＯＰ：Ｄ１０＠１５０

Ｄ１３＠２５０ダブルクロスＤ１３＠２５０ダブルクロス

消火器BOX

油水分離槽

小排水溝

小排水溝

鉄骨柱 鉄骨柱

計量機

注油口 通気管

給油所配電盤 油面計

キャノピー

排水

防火壁(H2,000)

ｶﾞｰﾄﾞﾎﾟｰﾙ

ﾛｰﾘｰｱｰｽ

ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ

小
排
水
溝

危険物看板

防水マンホ－ル
Ｄ１３＠２５０ダブルクロス

防水マンホ－ル

モルタル又はコンクリート　ｔ≧５０

主筋：４×Ｄ１３
ＨＯＯＰ：Ｄ１０＠１５０

支柱：　φ２５０タンク固定バンド

ゴムシート　１０ｔ

１００×５０×３５０Ｌ

Ｗ＝４００以上

ゴムシート　１０ｔ

Ｄ１３＠２５０ダブルクロス

タンク固定バンド

ゴムシート　１０ｔ
１００×５０×３５０Ｌ
アンカ－ボルト　Ｍ１６，Ｌ＝４００

アンカ－ボルト　Ｍ１６，Ｌ＝４００

Ｗ＝４００以上
ゴムシート　１０ｔ

ＦＢ－６×６５
ＦＢ－６×６５
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）

395395

7,500

6,710

（上部スラブ）

（タンク全長）

2,450

1,456497 497

（上部スラブ）

（タンク外径）

（タンク
内径）

1,440

10

2,
86
6

１ ０ Ｋ Ｌ （ ６ ： ４ ）

《型式》

【同等品】

ダブル型　ＰＯＳプリセット付　

計量精度　±5/1000(検定公差内）

積算計　電子式10桁

電磁式　7桁

カウンター　マイコン式電子カウンター

寸法　幅914mm高さ1490mm奥行き640mm質量約180Kg

給油施設内 １台① 計量機

表示　計量表示：6桁0.01～9999.99L

バンド、バンド用ゴムマット、アンカーボルト、注入管ドロップパイプ付き

【同等品】給油施設内 １基地下タンク② SF二重殻タンク

タンク本体重量：４，０００㎏

その他付属品：重耐用マンホール、重耐用マンホール用プロテクター

内径（ＩＤ）：１，４４０φ　　全長（Ｌ）：６，７１０㎜

容量：１０，０００Ｌ

１台油面計③

屋内表示計（壁掛型）≪型式≫ＥＲ-１２４０-Ａ０２
電源：ＡＣ１００Ｖ±１０％（５０／６０Ｈｚ）
電磁油面計レベルセンサー≪型式≫ＥＫ-１１９０
５０Ａフロート式　水検知機能付き
漏洩センサー≪型式≫ＥＫ-１０４０-Ａ　　ＳＦ二重殻タンク用　点検ワイヤ付き

給油所内 分電盤内

屋外表示計≪型式≫ＥＲ-１０８１-Ａ
接続ボックス　電源：ＡＣ１００Ｖ±１０％（５０／６０Ｈｚ）防雪カバー付き

接続ボックス《型式》ＥＣ-１２０１-Ａ
電源：ＡＣ１００Ｖ±１０％（５０／６０Ｈｚ）

【同等品】

【同等品】

システム型式　ＧＯＭ－９８０ＥＣ型 【同等品】

事務所内

《型式》給油施設内

給油施設内

【同等品】

地下埋設用フレキシブル樹脂配管

１台

【同等品】

車両管理簡易ＰＯＳ④

油配管⑤

定尺：５ｍ

呼び径：５０Ａ、１００Ａ

【同等品】給油施設内 １基ＰＣ油水分離槽⑥ ６００型直列４槽式

ディスプレイ：カラー液晶（ＬＥＤバックライト）、アナログタッチパネル仕様

カードリーダー：ハンドスキャン方式（磁気カード）

プリンター：ラインサーマルドット方式

カード登録数：５０，０００件

カード数： ４０ 枚  本工事に含む

電源：ＡＣ１００Ｖ±１０％（５０／６０Ｈｚ）

ジムボーイ（ＡＰ－１０型）

防雨雪用フード付き

消火器　

危険物看板 4枚 [危険物給油取扱所］［火気厳禁］［給油中エンジン停止］［取扱数量等の表示］

第5種粉末消火器　10型 3.5ｋｇ　3本　（参考型番：ＭＥＡ１０Ｄ）

消火器格納箱 　（参考型番：ＮＢ３）

MAA22223型
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意匠
S=1/20給油施設　機器概要図

DA 006

通気耐火板ボックス参考図 油面計参考図 給油管理端末参考図計量機参考図

給油設備配管参考図注油口耐火板ボックス参考図

FRPサンプ

注）　※印寸法：樹脂配管は土間天端から配管上端まで最低300㎜以上確保すること。
　　　 ※1印寸法は※印寸法により決定。

吸入管

クランプ

Uバンド

鋼製枠

注油口ボックス
KFVB

耐火パッキン

鋼管

注）　※印寸法：樹脂配管は土間天端から配管上端まで最低300㎜以上確保すること。

　　　 ※1印寸法は※印寸法により決定。

耐火板：トンネライト t=27(ケイ酸カルシウム板）
(SUSカバー付)

耐火板：トンネライト t=27(ケイ酸カルシウム板）
(SUSカバー付)

接合部折り返し

Uバンド
鋼製枠:PL-2.3加工

M10フクロナット
L-50x50x3.2 L=100 溶接ナット：10-M10

スタブ

融着エルボ

配管貫通部:耐火シーリング
裏面：耐火パッキン t=6 貼付

配管架台：FRP
樹脂配管：JTO Flex(FL100)

FRPサンプ

Ｕボルト(別途）

通気管立上り

ソケット(別途）

裏側：耐火パッキン貼付

耐火板：トンネライト t=27(ケイ酸カルシウム板）
(SUSカバー付)

配管貫通部：耐火シーリング

樹脂配管：JTO Flex(FL50)

配管架台：FRP
パイププロテクター

配管サポート
(別途）

クランプ

鋼製枠

Uボルト

スタブ

鋼管

融着エルボ

12
0㎜
以
上

耐火パッキン

接合部折り返し

溶接ナット：10-M10

Uボルト鋼製枠:PL-2.3加工

耐火板：トンネライト t=27(ケイ酸カルシウム板）

(SUSカバー付)

SIDE2

SIDE1

油種２ 油種１

* J.Box  AC200V
* J.Box  AC100V

* J.Box  POS

(ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ 4-M12特殊用途鋼)
* J.Box : ジョイントボックス

吸油管 JTO-Flex  50A

給油管 JTO-Flex 100A

通気管 JTO-Flex  50A

吸油管 JTO-Flex  50A

鋼製枠

注油口ボックス
KFVB-3

耐火板：トンネライト t=27(ケイ酸カルシウム板）

裏面：耐火パッキン t=6 貼付
配管貫通部:耐火シーリング

(SUSカバー付)

クランプ

12
0m
m以
上

樹脂配管：JTO Flex(FL100)

FRPサンプ

配管架台：FRP

パイププロテクター

給油口ボックス取付ボルト

取手

耐火板：トンネライト t=27(ケイ酸カルシウム板）
(SUSカバー付)

裏面：耐火パッキン t=6 貼付
配管貫通部:耐火シーリング

蓋取付ボルト：SUS　10-M10
防水ワッシャー

4-M10

耐火板：トンネライト t=27(ケイ酸カルシウム板）

樹脂配管：JTO Flex(FL50)

鋼製枠

裏側：耐火パッキン t=6 貼付
配管貫通部:耐火シーリング

クランプ

FRPサンプ

パイププロテクター配管架台：FRP

(SUSカバー付)

Ｕボルト(別途）

通気管立上り

ソケット(別途）

配管サポート
(別途）

耐火板：トンネライト t=27(ケイ酸カルシウム板）
取手

裏側：耐火パッキン t=6 貼付
配管貫通部:耐火シーリング

SUSボルト：10-M10,防水ワッシャー

耐火板：トンネライト t=27(ケイ酸カルシウム板）
(SUSカバー付)

(SUSカバー付)
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ノズルＡノズルＢ

油種配置図 施工寸法図 ジョイントボックス配置図

ベッド上面図 ベッド上面図 ベッド上面図 
（Ａ矢視図）（Ａ矢視図）（Ａ矢視図） 

正面図
正面図

50Ａ型

　耐火板の種類と必要な厚さ

耐火板接続ボックス　（注油口　２ｃｈ）

耐火板接続ボックス　（通気用 ２ｃｈ）

JIA A 5430「繊維強化セメント板」

表1 「0.5 けい酸カルシウム板」

耐火板の種類

けい酸カルシウム板

せっこうボード

ＡＬＣ板

規　　　格

JIA A 6901「せっこうボード製品」
表1 「せっこうボード」

JIA A 5416「軽量気泡コンクリートパネル」

　耐火板の種類と必要な厚さ

表1 「0.5 けい酸カルシウム板」

JIA A 5430「繊維強化セメント板」

JIA A 6901「せっこうボード製品」

表1 「せっこうボード」

けい酸カルシウム板

耐火板の種類

せっこうボード

ＡＬＣ板 JIA A 5416「軽量気泡コンクリートパネル」

規　　　格

型式

名称 TATSUNO製　サニーX

ＥＲ－１２４０ほか

油  面  計

（表示計，接続BOX，ﾚﾍﾞﾙｾﾝｻｰ，漏洩検知器）

名 　　　称

型       式

名 　　　称

型       式

給油管理端末

ＮＴ－１０９６

TATSUNO製　ジムボーイＡＰ－１０

（防水フード付き）

給油口ボックス

同上 耐火板ボックス

通気 耐火板ボックス

TATSUNO製　ＫＦＶＢ－３

TATSUNO製　ＴＵＦ－１００５＆０２

TATSUNO製　ＴＵＡ－０５０６＆０２

耐火板接合部詳細

耐火板接合部詳細
GL

防火塀等側

GL

防
火
塀
等

標準

油種１ 油種２

ノズル
Ａ Ｂ計量機 TATSUNO製　ＧＯＭ－９８０ＥＣ－Ｃ

34㎜以上

25㎜以上

30㎜以上

必要な厚さ

必要な厚さ

25㎜以上

34㎜以上

30㎜以上

GL

GL

ＭＡＡ22223 高速

（サイドノズル、３ｍホース、電磁弁付き）
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意匠
S=1/50給油施設　地下タンク埋設図・RC躯体図

DA 007

アンカ－ボルト　Ｍ１６，Ｌ＝４００

１００×５０×３５０Ｌ

アンカ－ボルト　Ｍ１６，Ｌ＝４００

１００×５０×３５０Ｌ

アンカ－ボルト　Ｍ１６，Ｌ＝４００

角型プロテクター

ゴムシート　１０ｔ

タンク固定バンド

角型プロテクター

Ｄ１３＠２５０ダブルクロス

ＨＯＯＰ：Ｄ１０＠１５０

主筋：４×Ｄ１３

支柱：　φ２５０

Ｄ１３＠２５０ダブルクロス

２

４

１

３３

Ａ
Ａ

４ ３ ５３

２ １

防水マンホ－ル

Ｄ１３＠２５０ダブルクロス

防水マンホ－ル

モルタル又はコンクリート　ｔ≧５０

ＨＯＯＰ：Ｄ１０＠１５０

主筋：４×Ｄ１３

支柱：　φ２５０

Ｗ＝４００以上

ゴムシート　１０ｔ

タンク固定バンド

Ｗ＝４００以上

ゴムシート　１０ｔ

タンク固定バンド

Ｄ１３＠２５０ダブルクロス

ゴムシート　１０ｔ

１００×５０×３５０Ｌ

ＦＢ－６×６５

ＦＢ－６×６５

ゴムシート　１０ｔ

１０ＫＬ（６：４）

ＦＢ－６×６５

（
タ
ン
ク
外
径
）

2,
86
6

10

（上部スラブ）

（
上
部
ス
ラ
ブ
）

（下部スラブ）

（
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
芯
）

（
Ｔ
Ｋ
サ
ポ
ー
ト
）

（
下
部
ス
ラ
ブ
）

（下部スラブ） （下部スラブ）

（アンカーボルト芯）

（底盤の上　タンク中心から60度の範囲まで施工）

支持砕石
６号砕石/7号砕石

埋戻し部
６号砕石/7号砕石/クラッシャランC-20/山砂

充填砕石
６号砕石/7号砕石（タンク外径の1/4以上の高さまで施工）

550 300300 550

7,500

2,900 2,900

1,
22
5

2,
05
0

1,
22
5

20
0

20
0

2,
45
0

300 1,150 2,300 2,300 1,150 300

70
0042
5

42
5 35
0

1,
60
0 1,
75
0 2,
45
0

6,900

1,1502,300

6,900

2,3001,150

425425 1,600

2,450

（上部スラブ）

※

※

※

（タンク内
径）

（タンク外径）

1,440

30
0

50
15
0

（上部スラブ）2,450

497 1,456 497

7,500

6,710 （タンク全長）395 395

90
0

30
0

15
0

45
0

1,
45
6

４

１

２

３

５

100A

100A

100A

100A

100A 検知装置取付

チーズ横引、閉止フランジ止

チーズ横引、閉止フランジ止

チーズ横引、ドロップパイプ:50A、除水器付

※1

※2

推奨材料：6号砕石

６号砕石/7号砕石　（タンク外径の1/4以上の高さまで施工）

６号砕石/7号砕石/クラッシャランC-20/山砂

６号砕石/7号砕石　（タンク中心から60度の範囲まで施工）

基礎ベース配筋

アンカーボルト

上部スラブ配筋

支　　　柱

バ　ン　ド

砕石床ゴム板

砕石床

充填砕石

埋戻し部

支持砕石

検　知　管

吸　油　口

油　面　計

注　油　口

通　気　口

　　　地下水位が高い場合は、出来るだけ地下水位まで充填砕石にて施工のこと。

※2　充填砕石はタンク外径の1/4以上の高さまで、掘削坑全面に充填のこと。

※1　支持砕石はタンクを据付後直ちに固定バンドを緊結した場合は省略できるものとする。

※3　埋設深さ及び掘削深さは、貯蔵燃料の揚程・配管勾配・サンプ納まり等を考慮し、総合的な判断のうえ決定すること。

◆　その他、施工に関しては平成８年１０月１８日付消防危第１２７号通知、平成１２年３月３０日付消防危第３８号、

及び平成１７年１０月２７日消防危第２４６号の改正によること。

　　　備　　　　考管　径　名　　称No.

仕　　　　　　　様

地下タンク平面図　　 Ｓ＝１／３０

地下タンク側面図　　 Ｓ＝１／３０ Ａ－Ａ断面図　　 Ｓ＝１／３０

推奨材料：6号砕石

推奨材料：6号砕石

内径φ250　　鋼製スパイラル管又はボイド管

柱主筋 4-D16、Hoop D10@150

ＦＢ-６x６５、全ネジボルト：Ｍ16　（3組）、緩衝材ゴム板：厚10

ゴム板(厚)10mm、W=400mm以上、L=タンク胴長以上 (推奨値=6,800mm)

タテ・ヨコ共　D13@250　ダブル

タテ・ヨコ共　D13@250　ダブル

M16　L＝400(ダブルナット）、ボルト受：［-100x50  L=350
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意匠
S=1/50給油施設  配管図・弱電二次側配線図

DA 008

危険物看板

キャノピー

鉄骨柱

計量機

FG

小排水溝

油水分離槽

小排水溝

鉄骨柱

小排水溝

危険物看板

油水分離槽

キャノピー

鉄骨柱

計量機

鉄骨柱

FG

小排水溝

1.5KW

分電盤結線図

消火器BOX

給油所配電盤 油面計

注油口
通気管

消火器BOX

排水

給油所配電盤 油面計

注油口

通気管

3φ3W200V

計量機

1φ3w100v/200v

ジムボーイ
300VA

計量機
300VA

油面計
300VA

NFB3P50AF/20ATELB3P50AF/30AT

ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ

防火壁(H2,000)

ﾛｰﾘｰｱｰｽ

ｶﾞｰﾄﾞﾎﾟｰﾙ

防火壁(H2,000)

ｶﾞｰﾄﾞﾎﾟｰﾙ
ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ

ﾛｰﾘｰｱｰｽ排水

キャノピー照明
400VA

6,200 6,200

1
,
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7,500
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0
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5,200

200
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,
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0
0
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,
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8
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,
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0

樹脂配管（JTOFlex）

樹脂配管（JTOFlex）

樹脂配管（JTOFlex）

樹脂配管（JTOFlex）

樹脂配管（JTOFlex）

樹脂配管（JTOFlex）

レギュラー

軽　油

レギュラー

軽　油

レギュラー

軽　油

100A

100A

50A

50A

50A

50A

名称 材質油種管径

注油管

注油管

通気管

通気管

吸油管

吸油管

記号

配管凡例

小
排
水
溝

小
排
水
溝

建物へ：100V電源（配管・配線別途）

建物へ：200V動力（配管・配線別途）

建物へ：油面計接続BOX～屋内表示計（配管・配線別途）

（建物内屋内表示計100V電源必要　配管・配線別途）

EM-MEES-0.5sq-3C（PF22φ）

計量機電源　EM-CE-3.5sq-3ｃ（PF22φ）

ジムボーイ電源　　EM-CE-3.5sq-3ｃ（PF22φ）

計量機動力　　EM-CE-3.5sq-3ｃ（PF22φ）

油面計電源　EM-MEES-0.75sq-3C（PF22φ）

油面計信号線　EM-MEES-0.75sq-3C（PF22φ）

漏洩検知信号線　EM-MEES-0.75sq-2C（PF22φ）

ジムボーイ信号線　EM-MEES-0.5sq-3C（PF22φ）

キャノピー照明

JZB3110B-13
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坂東消防署庁舎建設工事

S=1/250給油施設  全体配管図・室内表示計
DA 009

浄化槽 処理槽

給油所

第二車庫

油面計

申請隣地境界：現敷地境界線から2.75m後退した線

現敷地境界線

震災
訓練

スペ
ース

A塔

C塔

B塔

防災倉庫

駐輪場

受
水
槽

井

駐車場
57台

来庁者出入口

第二車庫

消防庁舎

通用口 職員入口

通用口

通用口

洗車スペース

屋内表示計・警報送り

ケーブル飛び込み穴

屋内表示計取付板

屋内表示計断面概形

屋内表示計取付及び電気結線は給油所工事

（配管・配線は別途）

屋内表示計・警報送り

PS
総合盤 EPS

P

容量　30VA
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庫
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0BY1
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給油施設隣接構内通路４ｍ範囲

上岩井支左5/右8/2
上岩井571

上岩井572支柱
上岩井572

上岩井573
上岩井573支柱

屋内表示計取付板

屋内表示計　配置図

全体配置図
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DN

U P

DN

油面計信号線　EM-MEES-0.75sq-3C（PF22φ）

計量機　3φEM-CE-14sq-3CE2.0（PF30φ）
ジムボーイ他　1φEM-CE-22sq-3C（PF40φ）

計量機　3φEM-CE-14sq-3CE2.0（PF30φ）
ジムボーイ他　1φEM-CE-22sq-3C（PF40φ）

油面計信号線　EM-MEES-0.75sq-3C（PF22φ）

計量機　3φEM-CE-14sq-3CE2.0（PF30φ）
ジムボーイ他　1φEM-CE-22sq-3C（PF40φ）

油面計信号線　EM-MEES-0.75sq-3C（PF22φ）

（電気設備工事）

(電気設備工事）

（電気設備工事）

(電気設備工事）

（電気設備工事）

(電気設備工事）
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